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ヒト大腸における壁内リンパ管の分布
―特に粘膜下層における分布と密度―
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61ヒト大腸における壁内リンパ管の分布

序 論今まで光学顕微鏡レベルにおける毛細血管・毛

細リンパ管の鑑別は困難であった．今日までリンパ管に特

異的なマーカーがなかったため，形態学的に不規則な管腔

構造を持った，基底膜，血管外皮細胞や平滑筋細胞を伴わ

ず，内腔に赤血球を含まない小管腔をリンパ管と同定して

きたが，どれも特異的な所見とはいえなかった．LYVE1
（Lymphatic vessel endothelial hyaluronan receptor1）
は，今回この LYVE1に対する抗 LYVE1抗体を用い，
正常大腸組織におけるリンパ管の同定を免疫組織学的に行

った．

目 的消化管のリンパ管の分布を知ることは癌のリン

パ行性転移を考える上で重要である．今回われわれは毛細

リンパ管を特異的に同定可能な抗 LYVE1ポリクローナ
ル抗体を使用し，免疫組織学的にヒト大腸壁内のリンパ管

構築について検索した．

材料および方法剖検時および手術時切除標本より得た

正常大腸組織（上行結腸～直腸）を用い免疫組織学的に

sm以浅におけるリンパ管構築と sm 1～3各層のリンパ管
密度，リンパ管占有率を大腸の部位別に検討した．

結 果リンパ管の立体構築では，毛細リンパ管は粘膜

筋板を挟むように走行し，とくに粘膜筋板下の sm 1層で
の密度，占有率が高いことが観察された．また，結腸の部

位別には毛細リンパ管の密度，占有率に差は認められなか

ったが sm 1～3各層別に密度，占有率を計算すると，sm
1層での密度，リンパ管占有率は，ともに他層に比べ有意
に高い傾向が認められた．

結 語抗 LYVE1抗体での免疫染色により，ヒト大
腸における選択的リンパ管の同定が可能であった．大腸に

おいては sm 1でのリンパ管密度，占有率が高い傾向にあ
り，癌，特に早期癌のリンパ行性転移の可能性を考慮する

上で興味ある所見が得られた．
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